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まず、天然のアミノ酸から数工程を経て、キラルな 2， 3- trans-2・ェチニルアジリジンを合成し、触媒量のパラジウ
ム (0) 存在下、種々の溶媒中でヨウ化インジウム(I)を作用させてプミノ基を有するアレニルインジウム試薬の調
製を試みた。その結果、触媒量の Pd(PPh3)4 とー当量の水存在下、 InI を作用させるとアレニルインジウム試薬が効
率よく調製できることを見出した。さらに、アルデヒドとのカップリング反応を検討した結果、三連続不斉中心を有
する syn，syn-2・ェチニノレ・3・アミノアルコールを高立体選択的に得ることに成功した。一方、 2，3-cis-2・ェチニルアジリ














その結果、 (S，aS)-ブロモアレンに THF 中.で NaH を作用させると、 syn-SN2' 型の閉環反応により、 2， 3-às-2・ェチ

























その軸不斉の影響について詳細に検討した。その結果、 (S，aS)-及び(S，aI{)・いずれの軸不斉ブロモアレンからも 2， 3-cis
-2・ェチニルアジリジンを高立体選択的に合成することに成功した。
さらに申請者は、分子内の適当な位置に求核部位を有するブロモアレンを合成し、閉環反応を検討した結果、アル
コール性溶媒中、触媒量の Pd(ü) 存在下、 NaOR を作用させることで、ブロモアレンがアリルジカチオン等価体とし
て機能し、環内に一つまたは二つのヘテロ原子を有する七及び八員環化合物を収率良く合成することに成功した。本
反応は、ブロモアレンを中員環合成に用いた初めての例であり、希釈条件を必要としない本反応は合成上極めて有用
であると考えられる。
以上の成果は、博士(薬学)学位論文としてふさわしい内容であると認める。
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